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であるOかn - ,rT(2n+1)G等は通常の温箆グ リー ン関数の定義を用いてい
るo これ らは
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G里= ‰n聖1 , ‰n璽= a-a,n(-A)
含まnB～)--1専一略 聖 令叫瑠- iFwn聖きQy
三二 ) O 細線は､純スイなととれるo lは 2x2単位マ ト9ツクス ,0-J=仁
超電導体内でのグ リーン関数であるO 単一のx印は,相互作用の零フ-PEエ成
分であるC 今の問題では.FeTmi面のferTOmag主leticslidingのみが大
功だから.nMuiAO)<S>のみを残すOここで u虹 は excbangeinもeTaCt･i-
onの強さO<S>は不純物スピyのヰ均値であるo点線で結ばれた･X印は､同
型の相互作用のみをつなぐものとする慧)点線 が 交 叉するようなダ-fアグラムから
の寄与は･ pFli≪ 1なので小さいQここで PFはフエル ミ運動量 ･1'は
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30'. Para･-FerTO転移 <i> - 0line:まず電導電子スピン密度<6> を′､′
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となるoここで ps- 2/3Tsoみ･･pc-2/3打てMTc , dO- qTc/㍗,
(r-1･78)I Tc は常磁性合金の超電導転移温度であるc TKは nM に比例
するO特に dT&o≫ 1では
J7
TK =1-㌃ Ps TKo
T町 TBO≪ 1ではqoTfkov達の結果と｢敦する｡■ -




次に ITc-TKi≪ Tcの場合の計算をする〕 Aは小さいのでt 2次まで取る
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(a)常磁性状態 : 工-0とおいて
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となる･1 この関係融 ま 伽r,ikov達5)にす り詞べ られたO
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となるOここで皿eam freepa地 Ii-PFTi/血 ,nは電子密度であるC
(29)の右辺で nA/A-,(pFIL蒜,)は塙に依存しないことに注目しようO
50 共存領域 ･' nMが小さいときのSuper-Paraと Super-FerTO問の転
移曲線は(16)(17)で与えたO交点 (塙･T某)近傍のdiscussionをするO
(9),(18)からくS>-01ineは
TK_T米 - ‡律 ,早 'L i]i∴一成
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Y.- {1+去･尊軸IA)普}Q,(芋 ) (34)
ユ母 - 0limitでは.Tc曲線は常磁性状態の,TK曲線は正常状態の夫々曲線
に近ずく｡有限のkok対して･Tc,Tk の勾配は (塙 ,TX)で不連続に変化
するO つな Iineは正の ,Tblineは負の勾配をもつOこのように共存額域
は存在するQ ユsoの増大と共に､Tcの勾配はむしろ急速琴変化するO ユS｡が
ある億をとる前後で 竿Cの勾配は梢 から+-に変北するOその鞍の-もO/1品 は
遍 ～ て
6JT










となるO この値は.実際に考えられる場合よりもかな り弱いSpin云 Tbiも相
互作用になっているO く S>-0lineは
TK- T業
- TT - 空 2･7遡 二 重碩
となる｡
(b)WeakerSpin一〇Tbiもinteracもion : lsoが更に大き(なるにつ
れて､.TKの勾配は正で増大 し.も の勾配は正で減少する｡やがて. 2つの 直
線は一致するc Orderestimaも9すれば･ lsd.一議 であるo更に弱くなると
共存領域はなくなる｡･ここで分ったことは.共存するかしないかは.氏
k/lMの卑lCよって決るとま うことであるo
次に Tc が零になるC-TiもicalderltS_it･y:を求やようo _ち-0 では･
(24)で和を積分虹変えて
･昌-･Tg,一首 宥 恕 〔1+孟 ･讐 晦 Ild{1-2in空 地 }〕 (36,
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普 In普 - ‖ +去 嘗 (pF1品)}憲 (37,
Or
亘畠nMD-I-{1+吉 事 pFllCA"意 (38)
もoAh-5xlO-2 ととると･criticalconcen毎年+uionは･常磁性状態
のcriもicalconcentration より約 1-0%減少す云ことになるO
60 まとめ : SpiIトOrbiも相互作用を考えると.超電導性と強磁性が共存し
うることを示駄たo共存 するか しないかは比kpiM の値に依存している0
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Spin-Orbit in七er畠.Cもiorlがある程度以上強(なければならないc Lか し
現実の実験における条件は十分安全に充しているc
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